
「杭基礎を有する建築物のスウェイ及びロッキングのインピーダンス等の解析業務」 

仕様書 

 

 

１．適用 

本仕様書は、国立研究開発法人 建築研究所が発注する「杭基礎を有する建築物のスウェイ及び

ロッキングのインピーダンス等の解析業務」について適用する。 

 

２．概 要 

本業務は、研究課題「地盤ばね等の境界条件が巨大地震時上部構造地震応答に与える影響に関

する基礎研究」の実施に必要なデータの取得に関するものである。 

 

３．仕様 

3.1 解析内容 

杭基礎を有する 2 棟の建築物について、基礎部分を無質量剛基礎とした場合の X, Y 各方向の

スウェイ及びロッキングのインピーダンス、並びに、X, Y 各方向の水平入力に関する伝達関数

(自由地盤と無質量剛基礎上のフーリエスペクトル比)を求める。解析条件は下記とする。 

1) 基礎杭周囲の地盤剛性は薄層法により評価する。 

2) 基礎ばりの埋め込み深さを考慮する。 

3) インピータンスは、地盤の物性（せん断剛性及び減衰）として、初期値を用いる場合と、中

地震(標準せん断力係数 0.2 相当の地震)時での等価剛性及び等価減衰を用いる場合の２通り

について計算する。 

4) 周波数の範囲は 0Hz から 20Hz までとする。 

2 棟それぞれの地盤条件、杭伏せ図等を、別添に示す。 

 

3.2 成果物 

以下を提出する。 

・周波数依存のインピーダンスのデジタルデータと水平及び回転入力に関する伝達関数のデ

ジタルデータをまとめた MS-Excel ファイルと、解析の概要と結果を記した報告書をまとめ

た MS-Word ファイルを格納した DVD-ROM 

・印刷した報告書(A4, 紙ファイル綴じ)１部 

 

3.3 打合せ 

解析の着手前に解析条件を確認するための打合せを行う。 

 

４．実施期間 

契約翌日から平成３１年３月１５日まで 

 

５．実施場所 



任意 

 

６．検 査 

受注者は、3.2 の成果物の提出時において、本仕様書に基づく担当者の検査を受け合格しなけ

ればならない。 

 

７．疑 義 

本仕様書に疑義が生じた場合は、「８．担当者」と協議するものとする。 

 

８．担当者 

国立研究開発法人 建築研究所 国際地震工学センター 小豆畑達哉 

Tel:029-864-6677 

 

  



工程表 

 

 

件名： 杭基礎を有する建築物のスウェイ及びロッキングのインピーダンス等の解析業務 

 

 1 月 2 月 3 月 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 

１．契約          

２．解析          

３．まとめ・報告書作成          

 

 

 

担当： 国際地震工学センター 小豆畑達哉 

 



別添１：建物 A 

 

１．地盤情報 

 

 

２．杭伏せ図等 

 

 

図 1 杭伏せ図 

 



 
図 2 接合部詳細 

 

表 1 杭仕様概要 

杭の種類 径 長さ 本数 

場所打ち杭 
1100 mm 7.9 m 28 

1200 mm 7.9 m 12 

 

  



別添 2：建物 B 

 

１．地盤情報 

 
 

２．杭伏せ図等 

 

 
 

図 1 基礎伏せ図 

 

  



 

図 2 立面拡大図 

 

表 1 杭仕様概要 

杭の種類 径 長さ 本数 

PHC 杭 600 mm 51.5 m 12 

 

 


